
今回ご紹介するのは素子の「Time_input」と「Lookup_table」を使用してデータソースを PSIM

上に波形を再現してシミュレーションに組み込む方法です。例を挙げながら方法を説明します。 

 

１． まず、下図の回路を構築します。 

各素子のライブラリブラウザでの場所： 

・「Lookup_table」素子は「素子」⇒「その他」⇒「その他関数ブロック」⇒「ルックアップテーブル」

となります。 

・「Time_input」素子は「素子」⇒「電源」⇒「時間」となります。 

 
図１ ルックアップテーブルのシミュレーション回路 

1次元のルックアップテーブルには、入力と出力が一つずつあります。入力と出力の配列

に対応した二つのデータ配列が、ルックアップテーブルに保存されます。 ルックアップテーブ

ルのデータを定義する方法は二つあります。ひとつは、ルックアップテーブルタブ内のダイア

ログから直接に入力する方法、もうひとつは、テキストエディタを使用してルックアップテーブ

ルを外部で用意し、ダイアログ内でファイルを定義する方法です。 

ここで、外部で用意したデータファイル（*.txtまたは*.csv）をルックアップテーブルに読み込

む方法をご紹介します。 

２． 外部データファイルを用意します。インストールフォルダにあるサンプルファイルを使用し

てシミュレーションした波形結果をデータファイル（*.txtまたは*.csv）に保存します。 

“buck - main.psimsch”（ファイルは…\examples\dc-dcにあります）を開き、シミュレーショ

ンします。 



 

図２ 降圧コンバータ回路 

Simviewを立ち上げて出力電圧の Voを測定します。 

  

図３ Simviewにて出力電圧波形の測定 

メニューの「編集」⇒｢データポイント表示｣をクリックすると、時間と出力電圧 Voの 1

次元のルックアップテーブルが生成されます。本操作しないと直接にテキストファイルに

保存する場合は１次元ではなく、全ての測定したパラメーターのデータが生成されるので

ご注意ください。 



 

図 4 時間と出力電圧 Voの 1次元のルックアップテーブル 

 

Simview メニューの｢ファイル｣⇒「名前をつけて保存（A）…」にてデータをテキストファイル

（*.txtまたは*.csv）の形で保存されます。 

 

図 5 波形データをテキストファイルに保存 

生成されたデータファイルは下図のようになります。一行目の非数値表現を削除します。デ

ータファイルを閉じます。 



  

   

図６ １次元の波形データ 

 

３．下図のように「ファイルを開き」をクリックして保存したデータを図１の PSIM 回路に読み込

みます。 

  

図７ ルックアップテーブルによりデータファイルを PSIM回路に読み込み 



読み込んだら下図のようなイメージになります。 

 

図７ ルックアップテーブルのデータ 

最後はシミュレーションして Simview にてルックアップテーブルからの出力電圧波形を観測

します。 

 

４． サンプル回路のシミュレーション結果を外部ファイルに生成して、PSIM 上にその波形を

再現します。 

図８はサンプル回路のシミュレーション結果となります。図９は外部ファイルを読み込ん

で PSIM上に波形を生成する結果となります。 

 

図８ “buck - main.psimsch”の出力電圧波形 
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図９ ルックアップテーブルによる出力電圧波形 

 

 

５．時間に対する多数の出力チャンネルを構築したい場合、複数の 1次元ルックアップテーブ

ルを使うことで実現することが可能です。下記の回路例をご参照ください。 

 

 
図１０  時間に対する多数出力の場合 
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